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2000年11月16日、3000例到達!!�
これまでの道のり、長かった？ あっという間だった？�

さまざまな想いをこめた特集号です�

ドナーの方と移植を受けて�
元気になった方々�

）�

1
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ひとりでも多くの患者さんのために�

医
療
現
場
か
ら�

3000例到達�
ありがとう�
骨髄移植�
移植3000例到達という成果は、何よりもご提供されたドナーの方々の献身の結果であり、�

それを支えられたご家族をはじめ各方面のご理解とご支援の賜です。�

心から御礼を申し上げますとともに、この事業を各分野で担当されている皆様のご尽力に感謝いたします。�

移植チャンスを広げるために�
「国際協力」を�

「願いは、ドナー登録30万人」を�
合言葉に　地区普及広報委員�

移植：患者さんにとっては病気克服�
への希望です�

骨髄採取：ドナーの安全のために�
細心の注意�

安心して提供できるために、�
ドナーの心身の健康を見守るコーディネーター�

写真で綴る3000例到達まで�
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92年8月、コーディネート業務開始。94年8月、3次検査にDNA検査を

導入するなど大幅にコーディネートマニュアルを改訂、94年から一般公募

によるコーディネーター養成を開始。2000年からの3年計画では年間移植

1000例と、コーディネート期間100日の短縮を目標にしています。　　

　　　　　　　　　　　（写真：採取後のドナーさんを見舞うコーディネーター）�

97年にNMDP(全米骨髄バンク)と提携、TCMDR（台湾

骨髄バンク）と試験的提携を開始。98年にはBMDW（世

界骨髄バンクドナーデータ集計システム）に参加。双方

の国内で適合者が見つからない患者さんにとっては、大

きく移植チャンスが広がります（これまでの国際提携に

よる移植例は127例）。�

　　　　　　　　（写真：97年の台湾骨髄バンクとの提携に関する協議）�
骨髄バンクの普及広報に関して、各地域にお

いて普及啓発のための各種イベントの計画立

案、都道府県・支援団体等とのジョイント事

業（講演会、シンポジウム、コンサート等）、

募金活動を積極的に推進するため、1995年

公募を開始しました。昨年度からは、平日は

お仕事で時間がとれない方々にドナー登録の

機会を提供するため、休日のキャンペーン登

録会の開催・運営を中心に活動しています。�

　　　　　　（写真：1997年、地区普及広報委員研修会）�

93年第1例実施⇒94年100例⇒95年500例⇒97年1000例

というペースでの伸び率だったのが、登録者10万人に達した

98年以降には99年5月 2000例⇒2000年11月 3000例到

達と急激な伸び率を示しています。登録者30万人達成と、コー

ディネート期間短縮の目標に向けて進むにつれ、いっそうの伸

びが期待されます。　　　　　　（写真：移植後の患者さん・無菌室で）�

まったく健康な方に、本人には必要のない医療行為を行うこと

になるのですから、他の医療行為にも増して細心の注意が払わ

れ、常に改善される方向にあります。採取後の経過についても、

さまざまな角度からの健康チェックが行われます。(写真：採取の模

様)�

�



ご支援いただいています�

もえちゃん・元気な姿でACキャンペーンに出演�

祈りと願いを歌にこめて　ホセ・カレーラス氏来日�
�
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白血病を骨髄移植によって克服し、その感謝からコンサート活動を通じて血

液難病の治療研究を援助しているスペインの世界的テノール歌手ホセ・カレ

ーラス氏。「日本の骨髄バンク発展に役立てれば」と1992年、97年の2回、

チャリティコンサートに無料出演。美しい歌声を響かせました。�

97年の公共広告機構(AC)の骨髄バンクキャンペーン「親でさえ一致しな

ければ骨髄液をあげることはできない」篇にもえちゃんはお母さんと出演。

99年「命の恩人はあなたかもしれません」篇では、移植で元気になった

姿で再登場。たくさんの人々に感動と勇気をくれました。�

（写真：もえちゃん・99年ACキャンペーンのポスター）�

�

「骨髄バンクを応援する�
　　　　若手国会議員の会」�
94年、野田聖子衆議院議員（元郵政大

臣）が呼びかけ結成。会員の勉強会、

議員会館でのシンポジウム開催、行政

への働きかけなど、活発に活動を展開

しています。（写真：野田聖子衆議院議員）�

行動力と情熱いっぱいのボランティアさんたちです�
99年夏、北は北海道、南は沖縄から東京を目指したキャラバン隊は、全国

47都道府県を回り、走行距離はおよそ2万kmにも及びました。2000人も

の参加ボランティアさんたちの熱い思いがあって成し得たことでした。�

(写真：早稲田大学大隈講堂で、南北両方からのキャラバン隊ゴールイン)�

�

中村勘九郎さんも�
ドナー登録されています�
99年12月14日、四十七士討入りの日、当時、ＮＨＫ大

河ドラマで大石内蔵助を演じていた中村勘九郎さんが骨髄

ドナー登録。登録前は注射が苦手ということで、討入りよ

りも緊張？した勘九郎さん、採血後は、ドナーカードを手

に笑顔が戻りました。�　　　（写真：赤十字血液センターで）�

ライオンズクラブ�
ロータリークラブ�
骨髄バンクは、物心両面において各界各層にご

協力をお願いしていますが、ライオンズクラブ、

ロータリークラブには、骨髄バンクを正しく理

解いただくための普及啓発、財政面を含めた社

会的支援などに積極的に取り組んでいただいて

います。�
（写真：1995年10月18日　東京地区ライオンズクラブ
の骨髄バンク支援一斉キャンペーン　東京・新宿アルタ前
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��命をつなぐ3000の橋�
骨髄液の搬送には万全を期して、渋滞などそ

の日の状況に左右されない、安全な交通手段

と搬送ルートが選ばれます。搬送者は「自分

の身に何か起こったときはケースを○○病院

まで届けてほしい」と記載したカードを身に

つけていることもあります。無事に届け終え

るまでの緊張を延べ3000人の搬送者が経験

したことになります。�

ドナーが見つからず移植を待っている患者さ

んがまだ、たくさんいらっしゃいます。

3000例までの間に移植を受けられずに亡く

なってしまった患者さんのことも忘れられま

せん。ひとりでも多くの患者さんに命の橋が

かけられますよう、皆様の一層のご理解とご

支援をお願いいたします。�

職場でもドナー登録ができる�
ようになりました�
厚生省の通達改正により、企業、官公庁な

どで診療所・病院がある事業所がドナー登

録会を開催できるようになりました。�

�

ドナー登録者数10万人突破�
1992年1月に受付が開始された骨髄バンクのドナ

ー登録は、6年8ヵ月目の1998年8月13日に第一

段階の目標10万人を突破。現在はより多くの患者さ

んに移植の機会を提供するため、30万人を目標に日々

キャンペーン活動を展開しています。�

（写真：8月13日厚生省記者クラブにおける記者会

1月●ドナー登録受付開始�
�

1月●日本骨髄バンクによる骨髄移植第1例の実施�

4月●国家公務員に「骨髄ドナー特別休暇」制度導入�

6月●大阪毎日放送制作「10万人目の奇跡」CMが　
　　　話題に�

9月●国際協力による海外患者へ骨髄提供第１例�

10月●公共広告機構（AC）の骨髄バンクキャンペ　
　　　ーン開始�

2月●日本骨髄バンクによる骨髄移植累計  100例�

5月●ドナー登録者数5万人突破�

7月●コーディネートマニュアル大幅改訂　3次検査
　　　　にDNA検査導入�

10月●全国の保健所（100ヵ所）で「ドナー登録受付」
　　　開始�

9月●日本骨髄バンクを介した骨髄移植累計500例�
�

8月●3次検査でより詳しい検査法 （ＨＬＡ－ＤＲ　
　　　座のＤＮＡ検査）を導入�

12月●「骨髄バンク創立5周年記念全国大会」開催�
�

1月 ●日本骨髄バンクによる骨髄移植累計1000例�

4月●骨髄ドナー登録時に１次・２次検査(ＨＬＡ－
　　　　Ａ座、Ｂ座及びＤＲ座)を同時実施�

　　　●日本骨髄バンクとＮＭＤＰ（全米骨髄バンク）
　　　　が提携し国際コーディネートを開始�

　　　●ＴＣＭＤＲ（台湾骨髄バンク）とも試験的提　
　　　携を開始�

9月●国際協力による骨髄移植第１例の実施（ＮＭ　
　　　ＤＰからの提供）�

11月●第1回公開フォーラム開催�
�

4月●ＢＭＤＷ（世界骨髄ドナーＨＬＡ種類別デー　
　　　タ集計システム）に参加�

　　　●ＨＬＡ照合サービス（主治医からの照会に応　

　　　じて、患者さんとＨＬＡ型が適合するドナー　

　　　の有無、人数を無料で報告）を開始�

8月●ドナー登録者数10万人突破�

10月●韓国に骨髄提供第１例�

12月●『チャンス』（ドナー登録用パンフレット）　
　　　改訂による登録手続きの簡素化�
�

1月 ●「患者登録年齢、病期」等、移植適応条件を拡大�

5月●「ＨＬＡ１抗原不一致」移植適応条件を拡大�

　　　●日本骨髄バンクによる骨髄移植累計2000例　

　　　●ＫＭＤＰ（韓国骨髄バンク）との仮提携による
　　　 相互コーディネートサービスを開始�

11月●放射線被曝事故患者の緊急コーディネート開始�

12月●インターネットによる一般向けのＨＬＡ照合　
　　　サービス開始�

　　　●放射線被曝患者のコーディネート終了�
�

1月●DLT（ドナーリンパ球輸注療法）を白血病等　
　　　の再発に対し開始�

3月●韓国（KMDP）からの骨髄提供による移植第1例�

6月●厚生省、キャンペーン登録会のための「骨髄提供希

　　　望者登録推進事業」実施要綱の一部改正を通知�

11月●日本骨髄バンクを介した骨髄移植累計3000例�

1992

1993

1994

1996

1995

1997

1998

1999

2000

1998

2000

年　表�
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骨髄移植�

�



3000移植3000例のあゆみ�
1991年（平成3年）12月に（財）骨髄移植推進財団が設立。�

翌92年1月にドナー登録受付を開始し、6月からは患者登録受付とコーディネート検索を開始しました。�

骨髄バンクを介した移植は、93年（平成5年）1月28日に第1例を実施、4年後の97年（平成9年）�

1月には1000例に至り、1000例から2年4ヵ月目の99年5月13日、2000例に到達。�

そして本年11月16日、財団設立から8年１１ヵ月目にして3000例を迎えました。�

骨髄移植�
第１例の実施�

骨髄移植�

500
骨髄移植�

1000
1993.1 1995.9 1997.1

例� 例�

中堀由希子さんTVコマーシャルに出演�
多くの人が「骨髄移植」について実際に知るきっかけになりました。�

第1回公開フォーラム開催�骨髄移植1000例�
全国一斉街頭キャンペーン� 11月8日、9日。厚生省、日本赤十字社、

医療関係者、法律家、ボランティア団体、

患者家族、マスコミ関係者など約120人が

参加。１１時間におよぶ公開討論会となり

ました。�

「ミッフィー」ちゃんでおなじみの

ディック ブルーナ氏がデザイン提供。�

空輸されてきた骨髄液を受け取る�
9月24日、NMDP（全米骨髄バンク）の骨髄液搬送者と岡本真

一郎財団国際委員長。日米骨髄バンク正式提携後初の骨髄液が成

田に着いた瞬間です。�

5周年記念骨髄バンク全国大会�
12月14日、東京・経団連会館おいて5周年記

念骨髄バンク全国大会を開催。全米骨髄バンク

　との提携に先駆け、パトリシア・コッポさん

　　　　最高運営責任者）をお招きして米国の

現状紹介、ドナーリクルートなどの方法や状況

の相違点を中心にディスカッションが行われま

した。NMDPのシステムの学習と日本の仕組

みを見つめなおす場となったシンポジウムでし

た。�

5

2月9日、真冬のさなか、全国およそ150ヵ所で、

ボランティアの方々をはじめ約2500人を越える

参加者がありました。�
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3000例�
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普
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○
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場
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乗
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10
年
前
に
私
が
発
病
し
た
当
時
は
「
白
血
病
っ

て
、
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、
難
し
い
病
気
」
程

度
の
社
会
的
認
識
し
か
な
か
っ
た
。
医
者
を
し

て
い
る
父
で
さ
え
「
骨
髄
移
植
は
骨
を
あ
げ
る

こ
と
」
と
思
っ
て
い
た
。
大
き
な
変
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を
感
じ

ま
す
ね
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立
当
初

の
こ
ろ
の
年
間
移
植
数
に
及
ぶ
数
で
す
。
た
く

さ
ん
の
人
の
協
力
と
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
と
努
力

の
積
み
重
ね
の
上
に
達
成
さ
れ
た
3
0
0
0
例

な
ん
で
す
。�

　
「
黄
信
号
は
待
っ
て
、
次
の
青
で
渡
る
」
「
夜

ふ
か
し
せ
ず
に
、
お
酒
は
控
え
め
」
提
供
が
決

ま
っ
た
ド
ナ
ー
候
補
の
方
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

「
自
分
ひ
と
り
の
体
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
思
い

で
す
ね
。
提
供
を
意
識
し
つ
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
の
大
変
さ
を

3
0
0
0
人
が
体
験
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
け
れ
ど
、
ド
ナ
ー
の
方
の
周
り
に
は
、
食
事

に
気
を
使
っ
た
奥
様
や
励
ま
し
た
お
子
さ
ん
、

理
解
を
示
し
た
職
場
の
上
司
、
エ
ー
ル
を
送
っ

た
同
僚
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
意
思

を
持
ち
な
が
ら
最
終
的
に
適
合
し
な
か
っ
た
方
、

健
康
上
の
理
由
そ
の
他
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
中

止
に
な
っ
た
方
々
も
含
め
て
考
え
る
と
、
何
倍

も
の
人
た
ち
が
1
例
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
の
全
部
の
人
た
ち
に
静
か
に
感
謝

し
た
い
気
持
ち
で
す
。�

1
9
8
8
年
、
母
か
ら
の
骨
髄
移
植
で
白
血
病
完
治
。
以
降
、
骨
髄
バ
ン
ク�

運
動
に
ま
い
進
。
9
5
年
、
朝
日
社
会
福
祉
賞
受
賞
。�

元
財
団
普
及
広
報
副
委
員
長
、全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
副
会
長
。

現
在
も
骨
髄
バ
ン
ク
普
及
講
演
活
動
を
全
国
展
開
。�

こ
た
き
・
み
か�

91
年
か
ら
94
年
、
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
で
事
務
局
員
と
し
て
活
動
。
�

95
年
財
団
東
海
地
区
事
務
局
員
、
97
年
に
中
央
事
務
局
業
務
部
配
属
。
�

現
在
は
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
総
括
業
務
を
担
当
。
�

患
者
登
録
開
始
か
ら
8
年
4
ヵ
月
。
1
9
9
3
年
1
月
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
て
の
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
第
1
例
か
ら
、�

2
0
0
0
年
11
月
、
3
0
0
0
例
到
達
ま
で
の
7
年
10
ヵ
月
。
た
く
さ
ん
の
ひ
と
た
ち
が
様
々
な
思
い
を
胸
に
抱
い
て
、
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。�

そ
の
年
月
を
振
り
返
っ
て
、
さ
ら
に
希
望
に
満
ち
た
未
来
の
た
め
に
、�

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
骨
髄
移
植
3
0
0
0
例
」
へ
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

元患者�
の�

立場から�

コーディネーター�
の�

立場から�



た
く
さ
ん
の
方
た
ち
の
協
力
で
一
層
の
発
展
を�

小
寺
良
尚�

田
辺
　
功�

7

さ
ら
に
開
か
れ
た
バ
ン
ク
を
め
ざ
し
て�

こ
で
ら
・
よ
し
ひ
さ�

　
ま
ず
は
3
0
0
0
人
の
ド
ナ
ー
の
方
た
ち
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
合
併
症
そ
の
他

の
重
篤
な
症
例
が
な
か
っ
た
こ
と
を
何
よ
り
も

喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
い
最
近
の

ド
ナ
ー
の
方
へ
の
健
康
被
害
事
例
が
何
例
か
続

い
た
状
況
後
に
も
、
ド
ナ
ー
候
補
者
の
方
々
は

す
こ
し
も
ゆ
る
が
ず
、
意
思
を
撤
回
す
る
こ
と

な
く
骨
髄
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
方
た
ち
で
す
。�

　
設
立
当
初
か
ら
財
団
は
情
報
公
開
を
明
言
し
、

厳
守
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
も
社
会
の
信

頼
を
得
る
大
き
な
か
ぎ
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

　
し
か
し
手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
1
9
9
2
年
の
6
月
に

患
者
登
録
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
に
一

万
人
を
超
え
る
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
希
望

さ
れ
た
と
い
う
事
実
の
前
に
、
や
は
り
移
植
の

機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
5
0
0
0
人
に
ど
う

し
て
も
思
い
が
及
び
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
が
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら
れ
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
財
団
、
医
療
施
設
が

一
体
と
な
っ
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
骨
髄
移
植
医
療
は
他
の
モ
デ
ル
と
も
さ
れ
る

べ
き
高
い
公
開
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
い
い
こ

と
も
、
悪
い
こ
と
も
公
開
す
る
姿
勢
が
人
々
の

信
頼
感
を
得
、
短
期
間
に
3
0
0
0
例
達
成
を

可
能
に
し
た
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。�

　
他
の
医
療
に
比
べ
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
支

え
る
人
た
ち
の
層
の
厚
さ
で
す
。
各
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
の
普
及
活
動
が
ド
ナ
ー
プ

ー
ル
拡
大
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
し
て
き
た
か
、
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
時
に
も
変
わ
ら
な
い

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
熱
意
に
心
か
ら
敬
服
し
ま

す
。�

　
「
骨
髄
移
植
」
に
対
す
る
認
識
は
ず
い
ぶ
ん

社
会
的
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ

は
裏
を
返
せ
ば
、
報
道
の
立
場
か
ら
は
ニ
ュ
ー

ス
に
な
り
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。�

　
今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
方
向
を
め
ざ
し
、

様
々
な
切
り
口
で
話
題
を
提
供
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
く
り
返
し
、
く
り
返
し
訴
え
か
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
は
理
解
と
親
近
感
を
抱

く
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

財
団
理
事
・
企
画
管
理
委
員
長
。東
海
骨
髄
バ
ン
ク
を
医
師
と
し
て
牽
引
。
�

1
9
9
2
年
、
国
内
初
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
「
輸
入
」
骨
髄
で
移
植
。�

名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
内
科
部
長
。�

ず
っ
と
伝
え
続
け
た
い
、「
生
き
た
い
」
願
い�

刀
根
麻
理
子�

と
ね
・
ま
り
こ�

歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
骨
髄
移
植
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
東
京
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
専
門
学
校
上
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
明
日
へ
の
扉
」

の
制
作
に
携
わ
り
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
出
演
す
る
な
ど
、
�

パ
ネ
リ
ス
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
バ
ン
ク
普
及
活
動
に
参
加
。
�

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
。
1
9
7
6
年
よ
り
同
新
聞
社
科
学
部
記
者
と
し

て
医
療
関
連
を
専
門
に
担
当
。
�

黎
明
期
か
ら
取
材
活
動
を
通
じ
て
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
。
�

た
な
べ
・
い
さ
お�

 

告
知
後
、
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た

患
者
さ
ん
が
、
移
植
を
受
け
れ
ば
治
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
知
っ
た
と
た
ん
病
気
に
対
し
て
前

向
き
に
な
る
。
私
た
ち
に
は
想
像
も
つ
か
な
い

す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
そ
の
訴
え
る
力
が

市
民
を
動
か
し
て
き
た
3
0
0
0
例
な
ん
で
す
。
�

 

「
タ
イ
ミ
ン
グ
も
大
事
な
治
療
」
と
い
え
る

な
か
で
、
同
じ
年
数
で
3
0
0
0
が
３
倍
に
も
、

10
倍
に
も
な
る
た
め
に
私
な
り
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
た
時
、
と
も
す
れ
ば
個
人
主
義
的
傾

向
に
流
れ
が
ち
な
現
代
に
あ
っ
て
、
「
自
分
以

外
の
も
の
へ
心
が
及
ぶ
」
、
そ
ん
な
意
識
付
け

が
子
ど
も
た
ち
に
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
、

い
つ
も
作
品
作
り
に
あ
た
り
ま
す
。
�

　
移
植
を
受
け
て
元
気
に
な
っ
て
、
喜
び
に
満

ち
た
顔
で
「
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」
を

教
え
て
く
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
感
謝

の
気
持
ち
で
す
。
 
�

　
残
念
な
が
ら
移
植
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
た
ち
の
、
生
き
た
い

と
訴
え
た
「
叫
び
や
言
葉
、
声
、
思
い
」
は
わ

た
し
の
な
か
で
強
烈
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
し
っ
か
り
と

伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

ボランティア�
の�

立場から�

報道�
の�

立場から�

医師�
の�

立場から�



明
日
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
た
め
に�

ド
ナ
ー
安
全
編�

二
つ
の
事
故
か
ら
学
ぶ
こ
と�

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
の
患
者
さ
ん
に
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
た
め
に
骨
髄
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
ド
ナ
ー
の
方
の�

善
意
に
応
え
る
べ
く
、
そ
の
安
全
性
を
第
一
に
考
え
る
。
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
前
提
で
す
。�

（
財
）
骨
髄
移
植
推
進
財
団
は
常
に
安
全
対
策
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。�

し
か
し
、
報
道
な
ど
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
残
念
な
が
ら
二
つ
の
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

財
団
は
こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
、
徹
底
し
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
学
び
、�

具
体
的
な
防
止
策
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
ド
ナ
ー
安
全
委
員
会
の
方
々
を
は
じ
め
有
識
者
の
方
々
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　�

8�

�

1

ド
ナ
ー
安
全
委
員
会
の�

対
応
と
責
任�

特�

別� 座� 談� 会�

事
故
事
例
の
教
訓
を�

生
か
す
た
め
に�

司
会 

ま
ず
ド
ナ
ー
安
全
委
員
会
の
役
目
に
つ
い

て
か
ら
。�

黒
田
　
自
分
の
病
気
を
治
す
た
め
な
ら
、
手
術

に
多
少
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
許
容
さ
れ
ま
す
。

で
も
、
善
意
の
ド
ナ
ー
に
は
本
来
リ
ス
ク
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い
。
現
実
に
は
リ
ス
ク
が
存
在

し
ま
す
が
、
そ
れ
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
、

バ
ン
ク
事
業
の
大
前
提
で
す
。�

迫
田
　
ド
ナ
ー
は
病
人
で
は
な
く
健
康
な
善
意

の
方
で
す
か
ら
ね
。�

三
田
村
　
昨
年
４
月
か
ら
黒
田
さ
ん
、
迫
田
さ

ん
、
柳
田
邦
男
さ
ん
、
私
の
４
人
の
医
師
で
な

い
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
委
員
会
に
入
り
ま
し
た
。

一
般
市
民
の
視
点
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。�

迫
田
　
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
開
示
を
進
め
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
で
す
ね
。�

黒
田
　
人
間
が
扱
っ
て
い
る
限
り
、
「
ま
さ
か
」

が
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
と

き
に
は
、
迅
速
に
正
し
い
判
断
を
す
る
危
機
管

理
能
力
が
大
切
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
が

起
き
た
原
因
を
徹
底
的
に
調
べ
、
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
る
の
を
防
止
す
る
対
策
を
打
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。
「
事
故
に
な
り
か
ね
な
か
っ

た
ヒ
ヤ
リ
事
例
」
を
分
析
し
て
、
実
際
に
事
故

が
起
こ
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。�

迫
田
　
起
こ
り
得
る
こ
と
を
全
て
想
定
し
た
上

で
さ
ら
に
二
重
、
三
重
の
安
全
対
策
を
打
つ
こ

と
が
役
割
と
思
い
ま
す
。�

司
会
　
愛
知
医
科
大
学
で
起
こ
っ
た
事
例
で
は

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
財
団

に
も
責
任
が
あ
り
、
再
発
防
止
策
を
発
表
し
ま

し
た
（
下
コ
ラ
ム
参
照
）
。�

三
田
村 

こ
の
周
知
徹
底
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の

事
例
の
再
発
は
防
げ
ま
す
。
ド
ナ
ー
の
採
取
前

健
康
診
断
の
結
果
が
、
確
認
の
意
味
で
移
植
病

院
側
に
も
届
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
は
大
き

な
改
善
点
で
す
ね
。�

迫
田
　
移
植
施
設
が
前
処
置
に
入
る
と
き
に
採

取
計
画
を
確
認
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
重
要

で
す
ね
。�

中
　
財
団
の
ド
ナ
ー
安
全
対
策
と
し
て
大
切
な

の
は
、
責
任
追
及
で
は
な
く
、
再
発
防
止
の
た

め
の
原
因
追
求
で
す
。�

黒
田
　
作
業
の
仕
組
み
や
体
系
は
、
必
ず
多
重

の
対
応
を
し
て
お
か
な
い
と
、
ど
こ
か
が
抜
け

た
と
き
に
、
間
違
い
が
起
こ
る
。
一
方
で
は
、

事
故
対
策
の
た
め
何
重
に
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を�

骨
髄
ド
ナ
ー
に
発
生
し
た�

事
故
事
例
に
つ
い
て
の
報
告�

■
本
年
７
月
中
旬
、
患
者
さ
ん
の
前
処

置
開
始
後
に
、
愛
知
医
科
大
学
附
属
病

院
で
骨
髄
採
取
予
定
の
ド
ナ
ー
候
補
者

が
貧
血
の
た
め
不
適
格
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
移
植
を
中
止
し
た
事
例
。�

　
財
団
は
、
こ
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

緊
急
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
開
始
を
決
定
。
他

ド
ナ
ー
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て

９
月
、
患
者
さ
ん
は
無
事
骨
髄
移
植
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
当
財
団
は
、
原
因
が
採

取
担
当
医
師
が
ド
ナ
ー
の
健
康
状
態
の
確

認
を
怠
っ
た
こ
と
、
ま
た
期
限
内
に
骨
髄

採
取
計
画
書
を
作
成
・
提
出
し
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
当

財
団
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
採
取
施

設
の
ミ
ス
を
未
然
に
防
止
す
る
機
能
、
あ

る
い
は
仮
に
ミ
ス
が
起
こ
っ
て
も
ト
ラ
ブ

ル
化
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
機
能
が
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
上
記
施
設
の
採
取
認
定
の
一

時
停
止
と
、
全
国
の
認
定
施
設
へ
の
緊
急

安
全
情
報
の
通
知
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

骨
髄
採
取
計
画
書
提
出
督
促
の
強
化
、
術

前
健
診
結
果
の
地
区
事
務
局
か
ら
採
取
施

設
へ
の
電
話
確
認
の
追
加
、
移
植
病
院
へ

の
採
取
・
移
植
日
程
最
終
確
定
通
知
の
新

設
か
ら
な
る
、
一
連
の
再
発
防
止
策
を
講

じ
ま
し
た
。�

■
本
年
9
月
下
旬
、
琉
球
大
学
で
の
骨

髄
採
取
終
了
後
、
ド
ナ
ー
が
下
腹
部
痛

訴
え
ら
れ
た
た
め
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

１
５
０
０
ｃ
ｃ
程
度
と
推
定
さ
れ
る
大�
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黒田 　勲�
ドナー安全委員会委員�

日本ヒューマンファクター研究所長�
航空機事故、薬害などの調査、対策、予防が専門�

�

三田村 真�

�
ドナー安全委員会委員　骨髄提供経験者�

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク�
推進連絡協議会事務局員�

琉球大学での事例の調査委員会メンバー�
�

迫田 朋子�
ドナー安全委員会委員�
日本放送協会解説委員�

主に医療問題を専門に活躍�
�

中　達哉�
財団理事、企画管理委員会委員、コーディネート委員会委員�
ライオンズクラブ330-A地区’00～’01年度献血・�

骨髄移植推進委員会副委員長�
骨髄提供経験者�

�

埴岡健一�

座談会出席者�（順不同）�

し
っ
か
り
し
た
情
報
開
示
が�

信
頼
の
基
礎�

司会�

（財）骨髄移植推進財団事務局長�

し
た
結
果
、
手
順
が
複
雑
怪
奇
に
な
っ
て
、
か

え
っ
て
注
意
が
散
漫
に
な
る
こ
と
が
一
般
的
に

起
こ
り
が
ち
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。�

司
会
　
後
腹
膜
血
腫
の
事
例
は
、
予
想
外
の
事

態
で
し
た
。�

三
田
村
　
事
故
が
起
こ
っ
た
採
取
施
設
か
ら
も

調
査
報
告
を
出
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
財
団

で
も
独
自
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
企
画
管
理
委

員
会
と
ド
ナ
ー
安
全
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、

財
団
の
事
故
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
私
も
現
地
調
査
に
行
き
ま
し
た
が
、
い

ま
（
11
月
下
旬
現
在
）
は
、
ま
だ
原
因
に
つ
い

て
結
論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。�

量
内
出
血
に
よ
る
後
腹
膜
血
腫
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
事
例
。�

　
こ
う
し
た
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の

骨
髄
バ
ン
ク
で
は
一
度
も
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
現
在
、
原
因
を
究
明
中
で
す
が
、

骨
髄
採
取
す
る
際
に
血
管
を
傷
つ
け
た
可

能
性
が
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
幸
い
な
こ
と

に
ド
ナ
ー
の
方
は
順
調
に
回
復
さ
れ
て
、

間
も
な
く
退
院
、
社
会
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。�

　
財
団
は
こ
の
事
態
を
重
視
し
、
原
因
が

明
ら
か
に
な
り
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
、

当
該
施
設
で
の
骨
髄
採
取
の
停
止
を
通
知

し
ま
し
た
。
ま
た
善
意
か
ら
提
供
さ
れ
て

い
る
ド
ナ
ー
の
方
々
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
全
国
１
１
６
の
採
取
認
定
施
設

に
対
し
、
「
骨
髄
穿
刺
の
部
位
と
深
さ
に

十
分
注
意
す
る
よ
う
」
緊
急
安
全
情
報
を

出
し
ま
し
た
。�

司
会
　
こ
の
2
件
の
事
故
に
対
す
る
財
団
の
対

応
に
つ
い
て
の
感
想
は
？�

三
田
村
　
発
表
し
た
後
の
新
聞
や
一
般
市
民
の

反
応
を
見
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
き
ち
ん
と
発

表
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

中
　
こ
れ
ま
で
も
、
骨
髄
提
供
者
の
死
亡
事
例

が
か
つ
て
掌
握
し
て
い
た
以
外
に
も
海
外
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
き
、
骨
髄
の
凍
結
保

存
と
不
使
用
事
例
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
、
財
団

で
は
「
悪
い
情
報
」
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に

開
示
し
て
き
ま
し
た
。�

　
一
見
、
不
利
で
あ
る
よ
う
な
こ
と
で
も
、
ド

ナ
ー
に
関
す
る
情
報
を
き
っ
ち
り
提
供
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
を
示
せ
ば
、
ド
ナ
ー
を
始
め

と
し
た
皆
さ
ん
の
信
頼
を
大
き
く
損
ね
る
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。�

迫
田
　
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
き
ち
ん
と
報
告

し
て
、
そ
れ
を
防
ぐ
対
策
を
積
み
重
ね
る
。
何

か
を
隠
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
の
国
民
の
反
発
は

事
故
が
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実
以
上
に
大
き
い
。

い
っ
た
ん
不
信
を
持
た
れ
る
と
、
回
復
は
難
し

い
も
の
で
す
。�

黒
田
　
事
故
が
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で

な
く
、
防
止
す
る
た
め
に
何
を
す
る
か
が
一
緒

に
提
示
さ
れ
な
い
と
、
ド
ナ
ー
の
方
の
恐
怖
感

を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。�

司
会
　
最
後
に
特
に
強
調
し
た
い
こ
と
を
。�

迫
田
　
血
縁
か
ら
の
提
供
と
、
第
三
者
の
提
供

は
全
く
違
う
と
い
う
意
識
が
必
要
で
、
ド
ナ
ー

サ
イ
ド
の
視
点
を
、
採
取
す
る
医
師
や
財
団
に

関
わ
っ
て
い
る
医
師
に
、
さ
ら
に
強
く
意
識
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�

中
　
や
は
り
ド
ナ
ー
の
方
の
安
全
が
第
一
。
も

し
何
か
失
敗
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

そ
の
教
訓
を
生
か
し
て
前
進
し
て
ほ
し
い
。�

三
田
村
　
ド
ナ
ー
登
録
者
30
万
人
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
バ
ン
ク
支
援
者
が
ド
ナ
ー
登
録
を

広
く
訴
え
る
た
め
に
も
、
ド
ナ
ー
の
安
全
性
に

つ
い
て
納
得
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

黒
田
　
安
全
確
保
や
原
因
究
明
に
医
療
技
術
や

費
用
の
限
界
が
存
在
す
る
と
き
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、�

善
意
で
支
え
ら
れ
た
バ
ン
ク
で
す
か
ら
、
善
意

に
応
え
ら
れ
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
基

＊ドナーの方々の安全を確保するためには、課題も残さ�
　れています。次号以降もドナーの方の安全について、�
　様々な角度から光を当てて検証していきます。�



日本骨髄バンクの現状�

日本骨髄バンクは、1992年1月のドナー登録開始以来、多くの皆様方のご協力により、2000年9月

末現在、ドナー登録者数13万1375人に達し、骨髄バンクを介した移植数も2000年11月16日には

3000例になりました。ご提供いただいたドナーの皆様には心から感謝申し上げます。�

現在までの軌跡・現況のご報告�

ドナー登録者推移� 患者登録数・適合率推移�移植実施数推移�

非 血 縁 者 間 骨 髄 移 植 の 状 況 　　2,891例�

移 植 患 者 の 状 況 �

提 供 者 の 状 況 �

移植患者年齢・男女別� 移植患者疾患別�

骨髄提供者の入院日数�

移植患者住居地および移植病院所在地別�

骨髄提供者年齢・男女別� 骨髄提供者住居地および採取病院所在地別�

247 503 750

143 563 706

69 691 760

47 195 242

100 116 216

4 51

32 32

30 99 129
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1

急性リンパ�
性白血病�
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白血病�
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異常症�
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不全症�

白血病化悪性�
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EBウイルス�
感染症�

骨髄線維症�

多発性�
骨髄腫�
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2,384

2,891移植実施数�
2,891例�

日本骨髄バンクを介して実
施された非血縁者間骨髄移
植の実施数です。この中に
は海外からの提供数が含ま
れています。�
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126,024
ドナー登録現在数�
131,375人�

骨髄提供希望者（ドナー）
の登録数は、累計で
155,202名です。51歳に
なられた方や辞退された
方を差し引いた数が、ド
ナー登録現在数です。�
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47

＊グラフの棒の長さと数値は必ずしも
一致しません�



■ 非血縁者間骨髄移植・採取件数の病院別一覧表�■ 患者・ドナーのコーディネート状況�

注1.　ドナー登録数は、年齢超過や登録辞退者等を除い

た登録者現在数　�

注2.患者登録数は、登録開始からの累計数。患者登録現

在数は、移植完了者、登録取消者を除いた登録者現在数�

注3.HLA適合者数は、HLA-A、B、DR座が一致した累計数

注4.3次検査数は、確認検査のために採血検査した累計数�

注5.最終同意数は、ドナーとその家族からの提供同意

書が確認され、採取・移植日程の調整に入ったドナー・

患者の組合わせ累計数�

注6.移植提供・移植実施数以外の各段階の数字は、コ

ーディネートが中止となった例数を含みます　�

ドナー登録者数�

131,375名�

HLA適合ドナー数�

40,911名�

3次検査ドナー数�

14,850名�

患者登録数�

9,914名�

HLA適合患者数�

8,120名�

3次検査患者数�

5,335名�

2次（DR座）検査済み�

126,717名�
患者登録現在数�

1,780名�

HLA適合検索�

�

�

〈 フォローアップ〉�

�

DATA REPORT

最終同意・移植日程調整　3,492組　�

骨髄提供・移植実施数　2,891例　�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

2000年9月末現在�

＊印のついた病院は、10月31日現在、採取のみ認定病院となっています。基準を満たした時点で移植病院として再認定されます。�
＊＊印のついた病院は、現在、移植・採取病院ではありません。移植件数は、採取されたものの移植に至らなかったものが2例含まれています。�

　県西部浜松医療センター 8 14�

　静岡県立総合病院 8 24�

　静岡県立こども病院 9 8�

�名古屋第一赤十字病院 152 64�

�名古屋第二赤十字病院 55 20�

�名鉄病院 110 64�

　名古屋大学医学部附属病院 23 21�

　名古屋掖済会病院 8 21�

　国立名古屋病院 12 20�

　愛知医科大学附属病院 ＊ 2 22�

　名古屋市立大学医学部附属病院 11 9�

　愛知県がんセンター病院 3 2�

　愛知県厚生農業協同組合連合会更生病院 5 8�

　愛知県厚生連昭和病院 21 15�

　藤田保健衛生大学病院 14 11�

　三重大学医学部附属病院 32 41�

　山田赤十字病院 2 1�

　滋賀医科大学附属病院 17 32�

�京都大学医学部附属病院 44 28�

　京都府立医科大学附属病院 12 13�

　社会保険京都病院 ＊ 0 23�

　京都市立病院 4 25 

�大阪府立成人病センター 56 89�

�近畿大学医学部附属病院 48 36�

�大阪大学医学部附属病院 63 27�

　大阪市立大学医学部附属病院 2 0�

�大阪府立母子保健総合医療センター 76 17�

　松下記念病院 19 36�

�関西医科大学附属病院 10 16�

�兵庫医科大学病院 81 20�

�兵庫県立成人病センター 38 25�

　神戸市立中央市民病院 28 29�

　神戸大学医学部附属病院 9 17�

　天理よろづ相談所病院 13 3�

　奈良県立医科大学附属病院 3 4�

　鳥取県立中央病院 ＊ 1 11�

　鳥取大学医学部附属病院 16 19�

　国立岡山病院 17 22�

　財団法人　倉敷中央病院 19 44�

　岡山大学医学部附属病院 11 29�

�広島赤十字・原爆病院 64 100�

　山口大学医学部附属病院 16 37�

�愛媛県立中央病院 39 44�

　九州大学医学部附属病院 29 24�

�原三信病院 28 17�

�浜の町病院 31 22�

�国立病院九州がんセンター 33 13�

　聖マリア病院 16 15�

　社会保険小倉記念病院 16 29�

　佐賀県立病院好生館  2 9�

�長崎大学医学部附属病院 28 19�

�国立熊本病院 20 16�

　熊本大学医学部附属病院 2 6�

　大分医科大学附属病院 13 25�

　宮崎県立宮崎病院 9 18�

　鹿児島大学医学部附属病院 7 24�

　今村病院分院 1 1�

　琉球大学医学部附属病院 3 7�

　その他（海外）　　　　　　　　　　　　　36　　83�

　合計　　　　　　　　　　　　　　　　 2,891　2,891

　　　　　　　　　　　　　　　　　  �

�北海道大学医学部附属病院 52 54�

�札幌北楡病院 67 72�

　札幌医科大学医学部附属病院 19 29�

　総合病院旭川赤十字病院 12 30�

　旭川医科大学附属病院 1 2�

　弘前大学医学部附属病院 11 16�

�秋田大学医学部附属病院 17 31�

　岩手医科大学附属病院 9 15�

　東北大学医学部附属病院 18 47�

　東北大学加齢医学研究所附属病院＊＊ 15 2�

　山形大学医学部附属病院 17 12�

　福島県立医科大学附属病院 12 28�

�茨城県立こども病院 41 32 

　筑波大学附属病院 4 10�

　自治医科大学附属病院 18 27�

　獨協医科大学病院 21 11�

�群馬県済生会前橋病院 46 16�

　群馬大学医学部附属病院 13 3�

�埼玉県立小児医療センター 25 0�

�埼玉県立がんセンター 29 41�

　埼玉医科大学附属病院 14 16�

　深谷赤十字病院 9 3�

�千葉大学医学部附属病院 64 33�

�千葉県こども病院 18 0�

　国保松戸市立病院 ＊ 4 9�

　亀田総合病院 12 4�

　東京慈恵会医科大学附属柏病院 13 26�

　千葉市立病院 9 7�

　千葉県がんセンター ＊＊ 4 9�

�国立がんセンター中央病院 71 36�

�東京大学医科学研究所附属病院 62 101�

　東邦大学医学部附属大森病院 5 27�

�東京都立駒込病院 99 40�

　日本大学医学部附属板橋病院 23 28�

�東京慈恵会医科大学附属病院 38 62�

�慶應義塾大学病院 75 70�

　東京医科大学病院 10 27�

　東京医科歯科大学医学部附属病院 12 36�

�東京大学医学部附属病院 41 13�

　虎の門病院 15 18�

　東京女子医科大学病院 5 2�

　国立病院東京医療センター 2 6�

　東京都立府中病院 7 3�

　国立小児病院 2 1�

�横浜市立大学医学部附属病院 54 74�

�神奈川県立がんセンター 38 30�

�神奈川県立こども医療センター 28 0�

�東海大学医学部附属病院 74 46�

　聖マリアンナ医科大学病院 ＊ 6 25�

�新潟大学医学部附属病院 28 42�

　新潟県立がんセンター新潟病院 12 14�

　山梨医科大学医学部附属病院 0 1�

　信州大学医学部附属病院 7 26�

�佐久総合病院 21 8�

　長野県立こども病院 0 8�

�富山県立中央病院　 43 34�

�金沢大学医学部附属病院 40 38�

　金沢医科大学病院 ＊ 1 5�

　福井医科大学医学部附属病院 8 18�

　浜松医科大学附属病院 15 18

認定施設名� 移植件数�採取件数� 認定施設名� 移植件数�採取件数�

�印は国際協力認定病院・全国41ヵ所（2000年10月31日現在）�
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（2000年9月末現在、計2,891例）�



明
日
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
た
め
に�

12

2

　　主治医・患者による第１候補ドナー選定の迅速化　　　検査結果が早くでる仕組みの構築�

　　移植病院の空き室待ち時間の改善　　　　　　　　　　全体の期日管理の強化�

期間短縮のための様々な施策を�

分析から導き�
出された課題�

主治医�
患者側�

ドナー側�

患者登録�
検索�

個人情報�
請求�

開始依頼�

アンケート�

3次検査�

3次検査�

ドナー選定�

1

1
2

3

移　植�

2

3
5日� 10日� 26日�

最終同意�

22日� 38日�

採　取�

20日�

日程調整�

2

採取前検診�

8日�

27日� 28日��

コーディネートの各ステップの日数�

進
む「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
改
革
」��

業
務
改
革
編�

よ
り
多
く
の
患
者
救
命
の
た
め
、
全
体
を
見
直
し
ド
ナ
ー
の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
し
ま
す�

当
財
団
で
は
、
現
在
、
患
者
と
ド
ナ
ー
の
方
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
進
め
方
を
見
直
し
、
順
次
、
改
善
し
て
い
く
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

目
的
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
使
命
で
あ
る
「
さ
ら
な
る
患
者
の
救
命
」
。�

そ
の
た
め
に
患
者
さ
ん
側
と
ド
ナ
ー
の
方
の
ご
協
力
を
よ
り
多
く
求
め
る
部
分
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。�

�

1
一
人
の
患
者
の
た
め
に
同
時
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
ド
ナ
ー
候
補
者
の
数
を
最
大
3
人
か
ら
5
人
に
拡
大�

2
ド
ナ
ー
の
方
の
都
合
が
あ
え
ば
、
患
者
が
希
望
す
る
移
植
日
程
に
合
わ
せ
て
調
整
す
る
仕
方
の
導
入�

3
ド
ナ
ー
の
方
に
対
す
る
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
終
了
と
保
留
の
明
確
化

ー
な
ど
で
す
。�

�

　
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
、
ド
ナ
ー
の
提
供
意
思
の
尊
重
や
健
康
状
態
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
厳
守
し
ま
す
。
�

ま
た
、
業
務
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
開
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
�

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
ル
ー
ル
の
変
更�

　
皆
様
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す�

　
当
財
団
で
は
、
現
在
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

改
革
」
を
進
め
て
お
り
、
順
次
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
ル
ー
ル
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

特
に
ド
ナ
ー
候
補
者
の
み
な
さ
ま
に
関
係
が
深
い

点
に
つ
い
て
ご
説
明
を
し
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
業
務
改
革
の
大
き
な
目
的
は
、
さ
ら
な
る
患
者

の
救
命
を
行
う
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
か
か

る
全
体
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
す
（
も
ち
ろ

ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
正
確
性
、
確
実
性
を
高

め
る
こ
と
も
、
重
視
し
て
い
ま
す
）
。�

　
移
植
を
希
望
し
な
が
ら
、
移
植
が
間
に
合
わ
ず

病
状
悪
化
で
移
植
を
断
念
さ
れ
る
患
者
が
年
間
三

百
人
程
度
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

の
方
が
、
移
植
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
な
く
、

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
短
縮�

　
急
が
れ
る
迅
速
化�

　
な
か
に
は
、
病
状
の
推
移
を
み
な
が
ら
移
植
を

選
ぶ
か
ど
う
か
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ど
、
病
状
に
よ
り

最
適
の
選
択
は
種
々
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
に
移

植
ま
で
の
期
間
が
短
い
ほ
ど
治
療
に
好
ま
し
い
患

者
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
の
迅
速
化
」
が
、
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。�

　
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
は
ど
こ
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
下
の
図
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。
患
者
側
と
ド
ナ
ー
側
に
大
き
く
分

け
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
各
段
階
と
そ
の
所
要

時
間
を
表
し
て
い
ま
す
。
ド
ナ
ー
の
方
と
関
わ
ら

な
い
部
分
で
も
、
①
主
治
医
（
患
者
）
が
移
植
の

実
施
と
最
終
ド
ナ
ー
候
補
の
決
定
を
判
断
す
る
の

に
か
か
る
時
間
②
検
査
と
そ
の
結
果
報
告
に
か
か

る
時
間
③
移
植
病
院
の
無
菌
室
の
日
程
調
整
（
空

き
室
待
ち
時
間
）
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

　
具
体
策
に
つ
い
て�

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
の
導
入�

　
当
財
団
で
は
、
①
に
つ
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
管
理
を
取
り
入
れ
、
病
院
に
頻
繁
に
督
促
を
行

う
方
法
を
近
く
開
始
し
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
検

査
機
関
へ
の
迅
速
化
を
依
頼
し
、
短
縮
を
実
現
し

ま
し
た
。
③
に
つ
い
て
は
、
移
植
件
数
が
急
増
す

る
な
か
で
無
菌
室
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ほ
ど

増
え
て
い
な
い
た
め
、
一
朝
一
夕
の
解
決
は
困
難

で
す
が
、
当
財
団
で
は
病
院
の
空
き
室
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、
待
ち
時
間
が
長
い
患

者
さ
ん
が
、
す
い
て
い
る
病
院
に
転
院
を
検
討
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
全
体
の
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
効
果
を
出
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（1998年453例の分析）�

5日�

＊�
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●ファクス・インターネットによる患者登録受付�
郵送のみから、ファクス・インターネットでも可能に�

●適合検索を毎日実施�
患者に適合するドナーの検索を、月4回から平日毎日の

実施とします�

●「コーディネート開始保留」の廃止�
ドナー候補者（以下ドナー）に対し、コーディネートを

開始する前に保留することができましたが、できなくな

ります�

●並行ドナーコーディネート数の拡大（本文参照）�

●ドナーへの「開始シート（アンケート）」の�
前倒し実施と、東京での集約発送・返信（実施済み）�
ドナー候補者となった方には、まず提供意思確認書と健

康に関する問診票を送付しています。従来は、主治医か

らコーディネートの依頼があったドナー候補者にだけ送

付していましたが、今後は検索で適合したドナー候補者

すべてに送付します（ただし1患者あたり5人が上限）。

また、各地域ブロックにある地区事務局からではなく、

東京の「初期コーディネート担当」からの送付となります�

●移植病院への毎週レポート送付�
患者に適合しているドナーのコーディネート状況を一覧

したレポートを毎週、登録責任医師にファクスで送信し

ます�

●遅延管理の徹底�
財団内部、登録責任医師などの作業進行状況をコンピュ

ーターシステムで監視し、作業や提出の期限が迫ってい

るものを自動的にリストアップして、注意を喚起します�

●採取・移植日程の事前調整の開始（本文参照）�

コーディネート業務改革による主な変更点�

　
も
ち
ろ
ん
当
財
団
の
事
務
作
業
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理
・
監
視

を
と
り
い
れ
、
迅
速
に
漏
れ
や
滞
り
の
な
い
よ
う

実
施
で
き
る
体
制
を
固
め
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
や
移
植
件
数
が
急
増
し
て
い
る
の
に
合

わ
せ
、
人
員
も
増
や
し
て
い
る
最
中
で
す
。
連
絡

通
信
手
段
も
、
郵
便
か
ら
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク

ス
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
努
力
を
し
た
う
え
で
、
ド
ナ
ー

の
方
に
も
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
以
下
に
、
ド
ナ
ー
の
方
に
関

連
す
る
主
な
変
更
点
を
ご
説
明
し
ま
す
。�

　
変
更
箇
所�

　
患
者
救
命
に
大
き
な
進
歩�

一
、
同
時
並
行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
ド
ナ
ー

を
三
人
か
ら
五
人
に
変
更�

　
こ
れ
ま
で
一
人
の
患
者
が
ド
ナ
ー
の
三
次
検
査
（
Ｈ

Ｌ
Ａ
確
認
検
査
と
健
康
状
態
確
認
の
た
め
の
血
液

検
査
）
を
依
頼
で
き
る
の
は
、
同
時
に
最
高
で
ド

ナ
ー
三
人
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
（
適
合
ド
ナ

ー
候
補
者
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
人
だ
け
の
と

き
も
あ
れ
ば
二
人
、
三
人
の
と
き
も
あ
り
ま
す
）
。�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
ド
ナ
ー
の
方
の
う
ち
、

健
康
状
態
や
ご
都
合
な
ど
に
問
題
が
な
く
、
三
次

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
ド
ナ
ー
の
方
は
お
よ

そ
半
分
で
す
。
ま
た
、
主
治
医
・
患
者
が
第
一
候

補
に
選
ん
だ
ド
ナ
ー
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
最
終

同
意
に
応
じ
ら
れ
な
い
率
が
約
一
〇
％
余
り
あ
り

ま
す
。�

　
で
す
か
ら
、
三
人
の
候
補
と
調
整
を
行
っ
て
も

移
植
に
至
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
三
人
の

候
補
が
二
人
、
一
人
と
減
り
、
そ
の
後
、
四
人
目
、

五
人
目
に
加
え
た
候
補
が
最
終
候
補
に
な
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、

最
初
か
ら
五
人
を
候
補
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
れ
ば
、
大
き
く
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
の
で
す
。�

二
、
移
植
日
程
の
事
前
調
整
（
最
終
同
意
後
か
ら

ド
ナ
ー
選
定
時
へ
）�

　
か
つ
て
は
最
終
同
意
が
成
立
し
て
か
ら
、
採
取
・

移
植
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
移
植
病
院
の
待
ち
時
間
が
三
ヵ

月
あ
っ
た
り
、
採
取
病
院
の
日
程
が
な
か
な
か
と

れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
患

者
側
が
移
植
を
急
い
で
お
り
、
主
治
医
が
病
室
を

確
保
し
て
移
植
候
補
日
を
指
定
で
き
る
場
合
に
は
、

三
次
検
査
の
時
に
ド
ナ
ー
の
方
に
、
「
も
し
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
順
調
に
進
ん
だ
場
合
に
、
提
供
に

応
じ
ら
れ
る
日
程
」
を
う
か
が
い
、
事
前
に
採
取
・

移
植
日
候
補
を
考
慮
し
な
が
ら
、
最
終
同
意
、
術

前
健
康
診
断
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。�

三
、
ド
ナ
ー
候
補
解
除
ル
ー
ル
の
明
確
化�

　
ド
ナ
ー
候
補
と
な
っ
た
と
の
連
絡
を
受
け
な
が

ら
、
な
か
な
か
そ
の
先
に
進
ま
ず
、
ド
ナ
ー
候
補

の
方
に
「
待
機
」
状
態
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
ド
ナ
ー
の
方
が
待
機
す
る
こ
と
が
増

え
な
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
ま
す
。�

　
ド
ナ
ー
の
方
に
お
願
い�

　
待
機
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す�

　
ド
ナ
ー
の
方
に
待
機
を
お
願
い
す
る
理
由
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
た
と
え
ば
、
患
者
の
方
の
病
状
が

不
安
定
で
移
植
前
に
別
の
治
療
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
複
数
の
ド
ナ
ー
候
補
が

い
て
適
合
度
が
一
番
良
い
ド
ナ
ー
を
選
定
し
た
い

が
、
ド
ナ
ー
候
補
の
結
果
が
出
揃
う
ま
で
待
っ
て

い
る
と
き
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
患

者
や
主
治
医
が
た
だ
決
断
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と

で
、
い
た
ず
ら
に
ド
ナ
ー
候
補
を
心
理
的
に
拘
束

さ
れ
た
よ
う
な
状
態
に
置
く
の
で
は
、
ド
ナ
ー
の

負
担
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
ド
ナ
ー
の
三
次
検
査
の
結
果
が
判
定

し
て
か
ら
主
治
医
・
患
者
が
「
ド
ナ
ー
選
定
」
（
最�

終
同
意
を
依
頼
す
る
ド
ナ
ー
と
し
て
選
定
す
る
こ

と
）
を
す
る
ま
で
の
期
限
を
明
確
に
三
カ
月
に
区

切
る
こ
と
と
し
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
一
人
の
ド
ナ
ー
の
方
と
最
終
同
意
が

成
立
し
て
も
、
別
の
一
人
の
ド
ナ
ー
の
方
は
、
第

二
候
補
と
し
て
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
ド
ナ

ー
候
補
が
複
数
い
る
場
合
の
み
）
。
そ
れ
は
、
最

終
同
意
後
も
採
取
前
健
康
診
断
な
ど
で
、
約
四
％

の
ド
ナ
ー
が
提
供
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
な
お
、

一
定
期
間
以
上
、
第
二
候
補
の
方
に
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
に
は
、
ド
ナ
ー
の
方
の
ご
意
向
を
お
う

か
が
い
し
な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
―
―
今
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
で
、

ド
ナ
ー
登
録
を
さ
れ
た
方
の
う
ち
一
九
二
一
人
の

方
が
三
次
検
査
を
受
け
ら
れ
、
四
九
〇
人
の
方
が

最
終
同
意
を
い
た
だ
き
、
三
四
二
人
の
方
が
骨
髄

提
供
者
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
当
財
団
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
基
本

的
流
れ
と
ル
ー
ル
を
記
述
し
た
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
・
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
近
く
公
開
し
、

皆
様
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
基
本
的
流
れ
を
よ
り

詳
し
く
説
明
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。�

�

ここが変わります�
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　テレビ番組「世界ウルルン滞在記」でドイツ

国際平和村を訪れた著者の体験談。世界各地の

戦争で傷ついた子ども達が集まり、治療とリハ

ビリを行う平和村。そこで生活をともにした東

さんが語る涙と笑いと感動のエピソード。「生

と死」「ボランティア」についての項は日頃か

ら積極的にボランティア活動に参加されている

著者ならではの説得力。骨髄バンクのボランテ

ィア活動にも触れられています。さわやかで、

深い余韻が残る一冊です。�

　骨髄移植を希望される患者さんが、ご自身の

病気や治療法について正しく理解し、主治医の

先生と一緒にお読みいただき、ご自身にもっと

もふさわしい治療法を選択していただけるよう、

事実に基づき、わかりやすく説明した解説書。

お申し込みは当財団フリーダイヤル 0120-377- 46�

5）かファックス（03-3355-5090）に住所、

氏名、電話番号、部数、関係者区分（患者、患

者家族、医療関係、支援団体、その他）をお知

らせください。�

「患者さんと主治医のためのパンフレット」�

「わたしたちを忘れないで　�
　　　　　　　ドイツ平和村より」�

編集：骨髄移植推進財団�
　　　医療委員会�

東 ちづる著　　　�
価格：１３００円（税別）�
発行：ブックマン社�

病気への理解を�
深めるための�
解説書�

涙と感動の�
体験記�

書籍紹介�
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　沖縄では昨年１１月より、県赤十字血液センター、

支援団体、地区普及広報委員などの協力で、献血

およびドナー登録受付会を実施し、実績をあげて

います。現地関係者は年間７０回程度の開催が可

能だとし、「１回の登録者数は平均１０人程度と

決して多くはありませんが、無理なく続けること

ができる。骨髄バンク登録受付も同時に行うことで、

献血者が減ったということもない」と話しています。�

　８月２４日には、東京都中央区立産業会館で、

東京秋葉原ライオンズクラブ他協賛の献血会会場

でのドナー登録会が開催されました。事前のＰＲ

もなく、当日受付のみだったにもかかわらず９人

の方にご登録をいただきました。ライオンズクラ

ブでは献血会を定例的に実施されており、今後は

来場の方にドナー登録へのご理解も深めていただ

けるよう、普及啓発に力を入れていきたいとの方

針を示されています。�

　三井化学市原工場（千葉県）では８月１６日の

団体献血会で、ドナー登録会が並行実施されました。

企業の団体献血時の試みとしては全国初。事前の

ＰＲはパソコンの電子掲示板を使って全社員にむ

けておこなわれ、盆休み中にもかかわらず、５０

人の献血者と９人の骨髄ドナー登録がありました。

要綱の改訂により事業所の診療室等を利用した登

録会の開催も可能になり、職域での登録するチャ

ンスが広がっています。�

　愛知県庁西庁舎では、８月９日、１０日の両日「献

血会と並行した骨髄ドナー登録受付会」が実施さ

れ４７人の登録者がありました。官庁街である名

古屋市三の丸地区は、年2回、１０００人規模の

大規模献血会が行われています。今後、ドナー登

録会も定例化することにより、骨髄ドナー特別休

暇がありながら、これまで、なかなか登録する機

会がなかった公務員の方々に、積極的にご登録い

ただけるものと思います。�

　集団登録会の実施要綱の改訂により、キャンペーン登録会を当財団だけでなく、

各都道府県、政令市、２３区、保健所も主催できることになりました。また事前

協議により日本赤十字血液センターの行っている献血会場での、ドナー登録受付

もできることとなり、新しい型のドナー登録会が次々と開催されています。�

新しい登録会、ぞくぞくと�

登録条件をご説明し、登録から骨髄提供までを説明したビデオ�
（約15分）をご覧のうえ、申込書に記入いただきます。�

3.問診�登録にあたって健康状態に不安がある方は、問診医師にご相談いた
だくこともできます。�

4.採血�10cc程度採血します（献血される方は、通常の献血と同時に登録用の
採血をします）。�

1.受付�ご希望の方を受付します（献血される方は、献血と併せてドナ
ー登録の希望をお聞きします）。�

沖縄で�

ライオンズクラブのご協力で�

職場で�

県庁で�

2.ビデオ・説明�

（写真：中日新聞社提供）�

（�
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　各地でさまざまな形での登録会が開

催されています。それに従って登録を

希望される方々に適切な説明をし、受

付業務を行う説明員の役割も重要になり、

その増員が急務になっています。現在、

財団では説明員の研修制度を設け、説

明員を認定し、業務を委嘱するシステ

ムを「説明員研修プログラム」として

準備中です。多くの方に研修会に参加

していただき、説明員としてのバンク

へのご協力もお願いする次第です。�

　演歌では１８年ぶりのミリオンセラーとなった「孫」。

この曲を歌っている大泉逸郎さんは地元山形県でサク

ランボ栽培のかたわら、歌手として活躍なさっていま

すが、白血病を発病した息子さんに、１９９７年、骨

髄提供をしたドナー体験者でもあります。今年、一気

に全国区の歌手となられた大泉さんは、そのぼくとつ

とした語り口で、コンサートやマスコミの取材の際に

も、ドナー体験や、骨髄バンクについてお話をいただ

き、普及活動にご協力をいただいています。９月７日

（木）には東京・浅草公会堂で「骨髄バンク支援のた

めのチャリティコンサート」を開催され、約２００万

円あまりの収益金はすべて日本骨髄バンク（当財団）

にご寄付くださいました。�
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「いのちのあさがお」映画完成� 友情再演、大好評　森首相も鑑賞�

大泉逸郎・バンクチャリティコンサート�
収益金をバンクへ�

　１９９３年秋に、急性リンパ性白血病で亡く

なった新潟県中条町の丹後光祐君（当時７歳）と、

光祐くんが育てたアサガオの種がはぐくんでい

った物語を描いた、綾野まさる著「いのちのあ

さがお」（ハート出版）を原作とした映画 (１６

ミリ版)が完成しました。制作は、東映・教育映

像部で、上映時間は３５分です。ＶＨＳ版も同

時に完成しており、教育用映画として、ビデオ

ライブラリーや教育機関への購入配置が期待さ

れます。�

　映画の完成とあいまって、雑誌やテレビで、

２年前、新潟市で開催された「全国都市緑化に

いがたフェア」に出席された際の紀子さまのエ

ピソードが紹介されました。紀子さまは「いの

ちのあさがお」のパネルに目をとめられ、アサ

ガオの種を手に、本をパラパラとご覧になってお

られているうちに、ふいに涙ぐまれ、「これは本

当にあったお話ですか。小学校の低学年向きで

すか？」と対応したボランティアにお尋ねにな

りました。そして、とても感動されたご様子で

した。�

　演劇「友情」が８月から１０月にかけて、

東京と関西地区で再演されました。８月16

日、「友情」の出演者である若者たちと演

出家、プロデューサー、当財団関係者など

総勢２８人が、首相官邸を訪れ、森喜朗総

理と面会し激励を受けました。医師役で出

演の政治評論家・三宅久之さんのお声がけ

で実現したもので、森総理は丸坊主の出演

者たちにびっくり。「女の子も役柄とはい

え大変ですね」と問いかけられ、「母親に

泣かれました」との返事に大きくうなずか

れていました。８月２６日午後、早朝に南

西アジア４ヵ国歴訪から帰国したばかりの

森首相は、東京・品川区の天王洲アイル・

アートスフィアを訪れ、智恵子夫人と共に

演劇「友情」を鑑賞されました。終了後、

舞台に上がった森首相は「涙がでてしよう

がなかったが、隣の家内に悟られまいと頑

張った」と会場をなごませ、さらに「とて

も感動した。演劇・友情を全国展開できる

よう働きかけたい。骨髄バンクのドナー登

録推進にもできる限りのことをしていく」

と力強く支援を表明されました。関西地区

でも大阪府、京都府、兵庫県の各知事への

表敬訪問がおこなわれ、それぞれの知事か

ら出演者たちへの激励がありました。「友

情」は来年、名古屋公演が決定しており、

さらに原作のベースとなった実話が生まれ

たアメリカでの公演が企画されています。�

説明員研修会が�
開催されています�
�

様々な分野で、地域で、多くの方々が骨髄バンク普及に心を傾けてくださいました。�

皆様のご支援によりバンクがこれまで発展してこられましたことに深く感謝し、�

なお一層の発展を目指し努力を重ねてまいります。�

これからも皆様の変わらない、温かいご理解、ご支援をお願いいたします。�



INFORMATION
アンディ・フグさん復活�

骨髄バンクの応援をしていただく「登録ボランティア」を
募集しています。東京都新宿区の財団事務局でお手伝いい
ただく「財団活動支援タイプ」と各地区の骨髄バンク支援
団体をご紹介する「各地支援団体紹介タイプ」があります。
FAX 03-3355-5090まで、「登録ボランティア説明書希望」
と住所・氏名を明記のうえお送りください。折り返し資料
をお送りします。どうぞふるってご応募ください。�

本年度も普及啓発ポスター、パンフレット、リーフレット
は「オートレース公益資金」の補助により発行しています。�

以下のパソコン通信サービスには、骨髄バンクのコーナー
があります。�

・＠nifty GO MARROW�
・ピープル GO MARROW�
・PC-VAN JMARROW

●登録ボランティアを募集しています�●� �

● ご協力いただいています　　�●　　�

● 日本小型自動車振興会からの補助について　�●�　１２月は骨髄バンク推進月間です。骨

髄移植件数３０００例までの道のりを振

り返り、ドナー登録者３０万人を目指して、

２１世紀への展望を探る全国大会を１２

月９日（土）、京都市左京区の国立京都

国際会館で開催します。参加は無料で、

どなたでもご参加いただけます。多くの

皆さまのご来場をお待ちしています。�

お問い合わせ�
資料請求は� 0120-445-445日本骨髄バンク� http://www.jmdp.or.jpフリーダイヤル�
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「骨髄バンク推進全国大会2000in京都」�
�2000年12月9日（土）　18時10分～20時00分�
会場：国立京都国際会館「メインホール」　京都市左京区宝ヶ池�

主催：財団法人骨髄移植推進財団　共催：日本造血細胞移植学会�

後援：厚生省、日本赤十字社、京都府、京都市、全国骨髄バンク推進連絡協議会�

●全国大会に関するお問合せは　TEL03-3355-5041

12月9日、全国大会開催�

　本紙は骨髄データセンターのご協力により、すべての
ドナー登録者の皆さま、お一人お一人にお送りしていま
す。住所・氏名等に変更のあった方は、同封の変更届け
をFAX、または郵送にて、骨髄データセンターへお知らせ
ください。�
　毎年多くのドナー登録の方々が、就職、結婚、転勤な
どで住所変更したり、結婚で名字が変わっています。変
更手続きがないと、ご連絡がとれなくまりますし、バン
クニュースをお送りすることもできなくなってしまいま
す。�
　前号のバンクニュース（第16号）からは郵送の宛名台
紙を加工し、そのままFAXまたは返信ハガキとして変更
届けを出せるようにしました。これにより、約8000通も
の変更届が寄せられました。本号でも同様の方式を採用

住所変更届けハガキ�

皆さんの声を大募集します�

新しい公共広告機構（ＡＣ）キャンペーンＣＭは、アンディ・フグさん。�
啓発ポスターも特別印刷しました。骨髄バンクの推進役としての復活です。�
�
格闘技の「Ｋ－１」の王者だった「アンディ・フ
グ」さんは、今年８月、急性骨髄性白血病のため
急逝されたことが、マスコミで大きく報道されま
した。入院先の病院からファンの方々に対し、「今
度の敵は白血病。今までで一番の強敵。だが、必
ず勝つ。元気になったら、同じ病気で苦しんでい

る人を一人でも多く救いたい」と力強いメッセー
ジを伝えられ、大きな感動を呼びました。今回、
スイスにおられるご遺族とＫ－１事務局の暖かな
ご理解により、骨髄バンクのために、特別にＴＶ
映像、写真等の使用を許可していただいたものです。�

　骨髄移植推進財団が認定している非血縁者間骨

髄移植施設のなかで、比較的早期に移植希望患者

さんの受け入れが可能な病院を、当財団のホーム

ページで公開しています。財団の各移植施設調査

の結果を取りまとめたもので、１ヵ月ごとに更新

されます。主治医、患者・家族の方々が、移植病

院を決定するうえでの参考となるものと思いま

す。各施設の受け入れ状況は日々変化しますの

で、実際に受け入れが可能かどうかは、各施設に

お問い合わせのうえ、ご確認をお願いいたします。�

ホームページアドレスは、http://www.jmdp.or.jp/pt　�

または　http://www.jmdp.or.jp/pt/Page.html　�

ホームページで「移植希望患者早期�
受け入れ可能な施設一覧表」を公開�

これまでの３０００例の移植に関わったすべての方々の、さまざまな思いを「声」

としてお寄せ下さい。手紙、手記、写真、ビデオ、録音テープ、詩歌などジャンル

は問いません。今後のバンクのイベントなどで紹介していきたいと思います。詳し

くは財団事務局　広報渉外部までお問い合わせください。　　　　�

参加無料�

お知らせ��コーナーです
！�

たくさんのご参加、ご応募お待ちしています！�

1998年全国大会�

発行された「日本骨髄バンクニュースvol.17」に一部訂正を加えたものをご覧いただいております。


